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 低学年では「書かれている事柄や場面の様子に気付く力」を付けることが求められています。第 2 学年の 2 学期
のこの単元においては、時間的な順序を中心にした指導だけでなく、事柄を意識する指導へと広げていくことも大
切にしたいものです。それが、中学年での「中心となる語や文」の把握や「段落」意識の形成につながっていきま
す。 
 また、書かれている内容に即したワークシートだけではなく、書かれている内容を自分の言葉で表現する等、学
年に応じ段階的に読む力を高めていくことにつながるワークシートを工夫し、考える力を育成します。 

中
学
後 

中
学
前 

中
学
年 

高
学
年 

低低
学学
年年  

社
会

理
科 

算
数
数
学 

生
活

道
徳

外
国
語

特
別
活
動 

総
合
的

な
学
習 

3151 

国国
語語

６

ぼ
く
（
わ
た
し
）
は
、
ク
マ
ノ
ミ
で
す
。
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

さ
ん
と
は
、
と
て
も
な
か
よ
し
で
す
。
び
っ
く
り
し
た
で
し
ょ

う
。 こ

れ
か
ら
そ
の
り
ゆ
う
を
、
話
し
ま
す
。 

        
こ
れ
で
、
わ
た
し
と
イ
ソ
キ
ン
チ
ャ
ク
さ
ん
が
な
か
よ
し
で

あ
る
わ
け
が
分
か
り
ま
し
た
か
。 

 

 小学校 ２年 国語科 × 読む書く
◇ 書かれている内容の中から、違いや変化をもとに、「わけ」を読み取る。 

考える
◇ 「わけ」を明らかにしながら、書く。 

単元名 

クマノミとイソギンチャクとのかかわりを読み取る。（読む能力） 

だいじなところに気をつけて読もう 

「サンゴの海の生きものたち」 

まとめ

本時の流れ 

展開 

育成したい

国 語 力

単元の流れ 

○本時のまとめを行う。 ○「サンゴの海の生きものたち」に出てきた海の生

きものとその関係を確認する。 

・イソギンチャクとクマノミ 

導入 

・ホンソメワケベラと大きな魚  

 

○それぞれがどのようにかかわり合っているのかを 

 読み取る。 

 

○クマノミとイソギンチャクとのかかわりをクマノ

ミの視点からまとめ、発表する。  

・書き出しをしめす。 

・クマノミが言ったように文末表現を変えただけ 

 でも、まとめになることを知らせる。 

 

○発表する。 

 ・どのようにかかわりあっているかが分かるよう 

  に説明できていたかについて、相互評価する。 

○本時のめあてを知る。 

 

イソギンチャクは、クマノミを 

 
(どのようにして）、（何から）  

まもっています。 
 

クマノミは、イソギンチャクを 

(どのようにして）、（何から）  

まもっています。 

かかわり合い

 

クマノミの写真 

  
書かれている事柄を順次読み取っていく
だけではなく、述べられている事柄を相互
に関連付けて解釈する力を育てる取組を大
切にしたいものです。 
低学年から視点を変えて考えることを大
切にした取組が、熟考して考える力を育て
ることにつながります。 

 
 論理的に表現する力を付けるため
に、書き方やまとめ方の型を示すこ
とも大切です。 
視点を明確にした書く機会を日々
の授業でも充実させていくことで、
書くことへの抵抗を少なくすること
にもなります。 

ワワーーククシシーートト

国語力育成の視点 

本時の目標 

第１次 

・写真や題名から感じたこと  
 や､初読後の感想をまとめる。 

第２次（本時） 

・海の生きもののかかわり合 
 いについて読み取る。 

第３次 

・「生きものカー 
 ド」を作る。 

めあて： 

 クマノミとイソギンチャク

のかかわりをみつけよう。 

視 点  １ 

視 点  ２ 


